
毎
月
1
回
「
夫
婦
の
日
」
を
付
与
。

社
員
は
指
定
日
に
利
用
し
、
そ
の

日
は
定
時
退
社
す
る
。
17
～
21
時

ま
で
子
ど
も
を
同
園
に
預
け
、
そ

の
間
は
食
事
や
習
い
事
な
ど
夫
婦

で
自
由
に
過
ご
す
。

　
料
金
は
子
ど
も
1
人
当
た
り
月

額
1
万
円
。
費
用
は
企
業
が
負
担

す
る
こ
と
で
、
子
育
て
に
関
す
る

社
員
の
孤
立
感
の
低
減
を
狙
う
。

企
業
側
は
離
職
防
止
や
新
規
採
用

に
つ
な
げ
ら
れ
る
。

　
7
～
9
月
は
試
験
期
間
と
し
て

無
料
で
実
施
。
10
月
か
ら
本
格
運

用
を
始
め
る
。
1
日
の
預
か
り
人

数
は
最
大
5
人
。
導
入
企
業
30
社
、

1
0
0
家
族
を
目
指
す
。

　
今
後
、
飲
食
店
や
ジ
ム
、
美
容

室
な
ど
夫
婦
の
日
に
過
ご
す
提
携

店
を
募
る
。
送
迎
は
な
い
た
め
、

四
国
中
央
市
内
の
川
之
江
地
区
で

の
利
用
を
想
定
。
他
の
地
区
や
他

市
へ
の
展
開
を
見
据
え
、
加
盟
を

希
望
す
る
保
育
園
を
募
集
す
る
。

園
児
数
の
減
少
な
ど
で
厳
し
い
運

営
環
境
に
置
か
れ
る
保
育
園
に
と

っ
て
、
新
た
な
収
益
機
会
に
も
な

り
得
る
と
い
う
。

　「
地
域
で
子
育
て
を
支
え
る
仕

組
み
を
つ
く
り
、
人
口
流
出
の
抑

制
に
つ
な
げ
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

ひ
ま
わ
り
ハ
ッ
ピ
ー
保
育
園
（
四
国
中
央
市
金
生
町
）
を
経
営
す
る
松
村
英
典

さ
ん
は
、
企
業
向
け
に
福
利
厚
生
と
し
て
活
用
で
き
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
る
。
乳
幼
児
が
い
る
社
員
を
対
象
に
会
社
負
担
の
一
時
預
か
り
保
育
を
実
施

し
、
夫
婦
で
過
ご
す
時
間
の
確
保
を
後
押
し
。
二
人
の
す
れ
違
い
に
よ
る
家
庭
環

境
の
悪
化
が
仕
事
に
も
影
響
す
る
と
考
え
た
。
他
園
へ
の
水
平
展
開
も
構
想
す
る
。

福
利
厚
生
の
充
実
に

　
松
村
さ
ん
は
長
年
、
保
育
や
幼

児
教
育
に
携
わ
り
、
2
0
1
9
年

に
同
園
に
入
職
。
22
年
か
ら
は
運

営
会
社
の
社
長
を
務
め
る
。

　
厚
労
省
の
調
査
結
果
な
ど
に
よ

る
と
、
子
ど
も
が
幼
い
時
期
に
離

婚
に
至
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い

と
い
う
。
出
産
直
後
の
夫
婦
関
係

の
悪
化
を
指
す
「
産
後
ク
ラ
イ
シ

ス
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
た
よ

う
に
、
乳
幼
児
期
の
家
庭
環
境
づ

く
り
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
松
村
さ
ん
は
多
く
の
子
育
て
世

代
と
関
わ
る
中
で
、「
夫
婦
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
と
子

育
て
の
孤
立
感
が
関
係
悪
化
の
原

因
」
と
考
え
、
企
業
が
福
利
厚
生

と
し
て
子
育
て
支
援
に
参
画
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
た
。

　
今
年
5
月
に
松
村
さ
ん
が
設
立

し
た
（
一
社
）
育
児
福
利
厚
生
協

会
が
運
営
を
担
う
。

　
企
業
向
け
に
「
育
児
福
利
厚
生

制
度
」
を

提
案
す
る
。

導
入
企
業

は
、
4
ヵ

月
～
3
歳

の
子
ど
も

が
い
る
社

員
に
対
し
、
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※当コーナーにご登場いただける女性を募集しています  ☎ 089-947-1411（うわさの女係）

　

ネ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
3
年
前
か
ら

活
動
す
る
浅
井
さ
ん
。
自
宅
を
サ
ロ

ン
に
し
、
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
や
爪
の
ケ

ア
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
手
掛
け
る
。

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
ネ
イ
ル
を
提

案
し
て
お
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。

　

ま
た
福
祉
ネ
イ
リ
ス
ト
の
資
格
も

所
有
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
浅
井
さ
ん
の
祖
母
が
施
設
で
ネ

イ
ル
を
し
て
も
ら
い
、
と
て
も
幸
せ

そ
う
な
姿
を
見
た
こ
と
だ
っ
た
と
い

う
。「
ネ
イ
ル
に
は
施
術
を
受
け
た

本
人
だ
け
で
な
く
、
ま
わ
り
の
人
に

も
安
心
や
癒
し
を
与
え
て
く
れ
る
力

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」。

　

福
祉
ネ
イ
ル
は
、
施
設
や
個
人
宅

に
訪
問
す
る
ス
タ
イ
ル
。
高
齢
者
の

nail＆care SOIL

所在地：松山市余戸南
営業時間：9時半～16時
定休日：日・祝　
＊メニューなど詳細はイ
ンスタグラム参照。予
約は公式LINEで受け付
ける。

そ
の
日
の
体
調
に
合
わ
せ
た
施
術
を

行
う
。「
爪
を
き
れ
い
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
会
話
な
ど
を
通
じ
て
心
の

ケ
ア
に
も
つ
な
げ
ま
す
」
と
話
す
。

　

専
門
学
校
で
の
講
義
の
仕
事
依
頼

も
あ
る
と
い
う
浅
井
さ
ん
。「
福
祉

ネ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ

る
。
ど
う
役
に
立
て
る
か
模
索
し
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。　

　

地
域
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

「
皆
さ
ん
と
関
わ
る
時
間
が
楽
し
い

で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　　　浅井 真由美さん

　

今
治
綿
業
の
始
祖
、
矢

野
七
三
郎
が
興
し
た
「
柳

瀬
興
業
舎
」
の
赤
煉
瓦
壁

の
保
存・再
建
を
巡
り
、「
柳

瀬
興
業
舎
赤
レ
ン
ガ
壁
」

保
存
を
希
望
す
る
市
民
有

志
の
会
は
6
月
2
日
、
今

治
市
役
所
で
徳
永
繁
樹
市

長
と
面
談
し
、
5
千
筆
を

超
え
る
署
名
簿
と
陳
情
書
を
提
出
し
た
。

　

空
襲
を
免
れ
て
残
っ
た
史
跡
を
観
光

資
源
や
郷
土
史
教
育
に
生
か
す
た
め
、

官
民
連
携
に
よ
る
壁
の
再
建
支
援
を
求

め
た
。
面
談
で
は
保
存
活
動
の
象
徴
と

し
て
作

製
し
た

「
赤
煉

瓦
Ｔ
シ

ャ
ツ
」

も
市
長

に
贈
呈

し
た
。

　

赤
煉

瓦
壁
は
今
治
近
代
産
業
の
礎
と
な
っ
た

綿
ネ
ル
工
場
の
一
部
で
、
三
度
の
激

し
い
空
襲
を
唯
一
く
ぐ
り
抜
け
た
「
奇

跡
の
壁
」
と
さ
れ
て
い
た
が
昨
年
、
解

体
さ
れ
た
。
有
志
の
会
は
昨
秋
、
市
に

歴
史
遺
跡
と
し
て
保
存
を
要
望
。
市
か

ら「
内
容
を
精
査
し
対
応
を
検
討
す
る
」

と
の
回
答
を
得
た
。
そ
の
後
署
名
活
動

を
経
て
、
綿
ネ
ル
工
業
の
後
継
産
業
に

当
た
る
今
治
タ
オ
ル
工
業
組
合
が
保
存

主
体
と
な
り
、
組
合
内
に
委
員
会
を
設

け
る
な
ど
再
建
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。

　

現
時
点
で
は
壁
の
一
部
を
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
と
し
て
再
生
す
る
計
画
が
あ
り
、

テ
ク
ス
ポ
ー
ト
今
治
な
ど
が
候
補
地
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
有
志
の
会
は
「
壁

は
平
和
の
象
徴
で
、
市
の
観
光
資
源
と

も
な
り
、
ま
た
郷
土
の
歴
史
教
育
に
も

役
立
つ
。
市
行
政
に
お
い
て
も
こ
の
こ

と
を
再
評
価
し
、
壁
の
再
建
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
コ
メ
ン
ト
。

今
後
も
市
民
の
声
を
集
約
し
、
行
政
に

届
け
て
い
く
方
針
だ
。

柳瀬興業舎赤レンガ壁
保存市民有志の会

酒
井
潤
一
郎
さ
ん
（
酒
六
㈱
）、
昭

和
34
年
6
月
22
日

上
田
文
章
さ
ん
（
勇
都
ワ
ー
ク
ス

㈱
）、
昭
和
42
年
6
月
22
日

横
田
知
明
さ
ん
（
愛
媛
ト
ヨ
タ
自

動
車
㈱
・
愛
媛
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
・

㈱
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
西
四
国
）、

昭
和
53
年
6
月
22
日

今
村
高
暢
さ
ん
（
愛
媛
医
療
生
協
）、

昭
和
39
年
6
月
23
日

芳
山
和
秀
さ
ん
（
㈱
柳
産
業
）、
昭

和
59
年
6
月
23
日

木
戸
敬
彰
さ
ん
（
住
友
重
機
械
ハ

イ
マ
テ
ッ
ク
ス
㈱
）、
昭
和
40
年
6

月
25
日

佐
野
冨
士
夫
さ
ん
（
㈱
三
真
）、
昭

和
30
年
6
月
26
日

赤
岡
泰
光
さ
ん
（
フ
ジ
ワ
ラ
化
学

㈱
）、
昭
和
43
年
6
月
26
日

岡
本
康
利
さ
ん
（
岡
本
化
成
㈱
）、

昭
和
48
年
6
月
26
日

2
0
2
6
年
版「
会
社
年
鑑
」よ
り
一
部
掲
載

21
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